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(57)【要約】
　本発明は、情報の指示方法および装置、コンピュータ
記憶媒体を開示し、前記情報の指示方法は、端末機器が
、ネットワーク機器によって送信される同期信号ブロッ
ク（ＳＳＢ）を受信することと、前記端末機器が、前記
ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得す
ることであって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付
けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前
記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシス
テムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用
されるかを含むこととを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の指示方法であって、
　端末機器が、ネットワーク機器によって送信される同期信号ブロック（ＳＳＢ）を受信
することと、
　前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することで
あって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために
使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか
、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含むことと、を含む前記情報の指示方法。
【請求項２】
　前記端末機器が前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することは、
　前記端末機器が、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリッドの位置に従って、前記
指示情報を取得することを含む、
　請求項１に記載の情報の指示方法。
【請求項３】
　前記端末機器が、ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、
前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、
　前記端末機器が、ＳＳＢが第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、
前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可不要キャリアシステムで使用されると決定
する、
　請求項２に記載の情報の指示方法。
【請求項４】
　前記情報の指示方法は、
　前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定することと、
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定することと、を
さらに含み、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項３に記載の情報の指示方法。
【請求項５】
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定することと、含み、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
　請求項４に記載の情報の指示方法。
【請求項６】
　前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
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　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む、
　請求項５に記載の情報の指示方法。
【請求項７】
　情報の指示方法であって、
　ネットワーク機器が、ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記
ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することであって、前記指示情報は
、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャリア
の属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシス
テムで使用されるかを含むことを含む、前記情報の指示方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク機器がＳＳＢを端末機器に送信することは、
　前記ネットワーク機器が、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムに使用され
ると決定すること、または、
　前記ネットワーク機器が、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムに使用
されると決定することを含む、
　請求項７に記載の情報の指示方法。
【請求項９】
　前記情報の指示方法は、
　前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定する
ことと、
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とと、をさらに含み、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす。
　請求項８に記載の情報の指示方法。
【請求項１０】
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定することと、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
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　請求項９に記載の情報の指示方法。
【請求項１１】
　前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定する
ことは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む、
　請求項１０に記載の情報の指示方法。
【請求項１２】
　情報の指示装置であって、
　ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを受信するように構成される受信ユニット
と、
　前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得するように構成される取得ユ
ニットであって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示す
るために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用
されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む取得ユニットと、を備える情
報の指示装置。
【請求項１３】
　前記取得ユニットは、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリッドの位置に従って、
前記指示情報を取得するように構成される、
　請求項１２に記載の情報の指示装置。
【請求項１４】
　前記情報の指示装置は、
　ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連
付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、ＳＳＢが第２同期
グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリア
が、許可不要キャリアシステムで使用されると決定するように構成される決定ユニットを
さらに備える、
　請求項１３に記載の情報の指示装置。
【請求項１５】
　前記決定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、をさらに備え、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項１４に記載の情報の指示装置。
【請求項１６】
　前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づ
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いて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
　請求項１５に記載の情報の指示装置。
【請求項１７】
　前記第１決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、
前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される、
　請求項１６に記載の情報の指示装置。
【請求項１８】
　情報の指示装置であって、
　ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位
置情報に従って指示情報を取得するように構成される送信ユニットであって、前記指示情
報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャ
リアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリア
システムで使用されるかを含む送信ユニットを備える、前記情報の指示装置。
【請求項１９】
　前記送信ユニットは、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信すること
により、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたことを
検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムで使用されると
決定し、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信することにより、前記端
末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出して、前記
ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムで使用されると決定するよ
うに構成される、
　請求項１８に記載の情報の指示装置。
【請求項２０】
　前記情報の指示装置は、決定ユニットをさらに備え、前記決定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、を備え、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項１９に記載の情報の指示装置。
【請求項２１】
　前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
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式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づ
いて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
　請求項２０に記載の情報の指示装置。
【請求項２２】
　前記第一決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、
前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される、
　請求項２１に記載の情報の指示装置。
【請求項２３】
　コンピュータ記憶媒体であって、コンピュータ実行可能な命令を記憶するように構成さ
れ、前記コンピュータ実行可能な命令がプロセッサによって実行されるとき、請求項１な
いし６のいずれか一項に記載の方法のステップ、または請求項７ないし１１のいずれか一
項に記載の方法のステップを実現する、前記コンピュータ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術分野に関し、特に、情報の指示方法および装置、コンピュータ
記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　許可不要周波数スペクトルは、国と地域によって割り当てられた、無線機器の通信に使
用できる周波数スペクトルであり、当該周波数スペクトルは、一般に共有スペクトルと見
なされ、つまり、異なる通信システムにおける通信機器は、国と地域によって当該周波数
スペクトルに対して設定された規制要件を満たす限り、専用の周波数スペクトルの許可を
政府に申請せずに周波数スペクトルを使用できる。第３世代パートナーシッププロジェク
ト（３ＧＰＰ：３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃ
ｔ）は、ニューラジオ（ＮＲ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ）技術を使用して許可不要周波数スペ
クトルで通信するためのニューラジオ許可不要（ＮＲ　ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ）技術の導
入を計画している。
【０００３】
　許可不要周波数帯域と許可周波数帯域との間にいくつかの重複部分があり、考慮事項が
異なるため、異なる国による周波数スペクトルに対する監督、および配分機関による周波
数スペクトルに対する計画と割り当てが異なり、例えば、３．５ＧＨｚは中国では許可さ
れたＮＲ帯域であるが、米国では許可不要の帯域あり、同様に、３７ＧＨｚは、中国では
許可されたＮＲ帯域に、米国では許可不要の帯域に割り当てられる可能性がある。上記の
周波数スペクトル割り当ての違いにより、端末が異なる国や地域でローミングする場合、
同じ周波数帯域（３．５ＧＨ帯域など）において、一部の国または地域はニューラジオ許
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可不要（ＮＲ　ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ）システムで配備され、一部の国または地域はニュ
ーラジオ許可（ＮＲ　ｌｉｃｅｎｓｅｄ）システムで配備される可能性がある。特に、ス
タンドアロンニューラジオ許可不要（Ｓｔａｎｄａｌｏｎｅ　ＮＲ　ｕｎｌｉｃｅｎｓｅ
ｄ）をサポートする端末機器の場合、同期信号ブロック（ＳＳＢ：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚ
ａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｂｌｏｃｋ）を受信しても、アクセスするシステムが、許可
キャリアシステムであるか、許可不要キャリアシステムであるかを区別できないため、端
末機器は、後続の信号の送受信方式を確認できない可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の実施例は、情報の指示方法および装置、
コンピュータ記憶媒体を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施例によって提供される情報の指示方法は、
　端末機器が、ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを受信することと、
　前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することで
あって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために
使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか
、許可不要キャリアシステム使用されるかを含むことと、を含む。
【０００６】
　本発明の実施例において、前記端末機器が前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指
示情報を取得することは、
　前記端末機器が、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリッドの位置に従って、前記
指示情報を取得することを含む。
【０００７】
　本発明の実施例において、前記端末機器が、ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置さ
れたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可キャリアシステ
ムで使用されると決定し、
　前記端末機器が、ＳＳＢが第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、
前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可不要キャリアシステムで使用されると決定
する。
【０００８】
　本発明の実施例において、前記情報の指示方法は、
　前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定することと、
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定することと、を
さらに含み、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【０００９】
　本発明の実施例において、前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの
位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
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位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定することと、を含み、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００１０】
　本発明の実施例において、前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッド
の位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む。
【００１１】
　本発明の実施例によって提供される情報の指示方法は、
　ネットワーク機器が、ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記
ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することであって、前記指示情報は
、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャリア
の属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシス
テムで使用されるかを含むことを含む。
【００１２】
　本発明の実施例において、前記ネットワーク機器がＳＳＢを端末機器に送信することは
、
　前記ネットワーク機器が、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムに使用され
ると決定することと、
　前記ネットワーク機器が、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムに使用
されると決定することと、を含む。
【００１３】
　本発明の実施例において、前記情報の指示方法は、
　前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて前記第１同期グリッドの位置を決定するこ
とと、
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とと、をさらに含み、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００１４】
　本発明の実施例において、前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グ
リッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
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Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定することと、を含み、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００１５】
　本発明の実施例において、前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて前記第１同期グ
リッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む。
【００１６】
　本発明の実施例によって提供される情報の指示装置は、
　ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを受信するように構成される受信ユニット
と、
　前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得するように構成される取得ユ
ニットであって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示す
るために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用
されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む取得ユニットと、を備える。
【００１７】
　本発明の実施例において、前記取得ユニットは、検出された、ＳＳＢが配置された同期
グリッドの位置に従って、前記指示情報を取得するように構成される。
【００１８】
　本発明の実施例において、前記情報の指示装置は、
　ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連
付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、ＳＳＢが第２同期
グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリア
が、許可不要キャリアシステムで使用されると決定するように構成される決定ユニットを
さらに備える。
【００１９】
　本発明の実施例において、前記決定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、を備え、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
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【００２０】
　本発明の実施例において、前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２
６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４
４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００２１】
　本発明の実施例において、前記第１決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２
６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、
Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される。
【００２２】
　本発明の実施例によって提供される情報の指示装置は、
　ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位
置情報に従って指示情報を取得するように構成される送信ユニットであって、前記指示情
報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャ
リアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリア
システムで使用されるかを含む送信ユニットを備える。
【００２３】
　本発明の実施例において、前記送信ユニットは、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前
記端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッド
の位置に配置されたことを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリ
アシステムで使用されると決定し、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送
信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置さ
れたことを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステム
で使用されると決定するように構成される。
【００２４】
　本発明の実施例において、前記情報の指示装置は、決定ユニットをさらに備え、前記決
定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、を備え、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００２５】
　本発明の実施例において、前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２
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６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４
４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００２６】
　本発明の実施例において、前記第１決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２
６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、
Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される。
【００２７】
　本発明の実施例によって提供されるコンピュータ記憶媒体は、コンピュータ実行可能な
命令を記憶するように構成され、当該コンピュータ実行可能な命令がプロセッサによって
実行されるときに、上記の情報の指示方法を実現する。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の実施例による技術的解決策において、端末機器が、ネットワーク機器によって
送信されるＳＳＢを受信し、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って
指示情報を取得し、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示
するために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使
用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む。本発明の実施例による技
術的解決策を採用することにより、端末機器は、ＳＳＢを検出した場合、ＳＳＢに関連付
けられたキャリアが許可キャリアシステム（ＮＲ　ｌｉｃｅｎｓｅｄシステムなど）に使
用されるか、許可不要キャリアシステム（ＮＲ　ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄシステム）に使用
されるかを判断することができ、これにより、後続の信号の送受信を正しく実行でき、ブ
ラインド検出が回避がされ、シグナリングのオーバーヘッドが削減される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　ここで説明した図面は、更なる理解を提供するために使用され、本出願の一部を構成し
、本発明の例示的な実施例およびそれらの説明は、本発明を説明するために使用され、本
発明に対して不当た限定を構成しない。
【図１】基地局がビームを介して無線信号を送信する概略図である。
【図２】ＳＳＢの構成の概略図である。
【図３】本発明の実施例による情報の指示方法の第１の例示的なフローチャートである。
【図４】本発明の実施例による第１周波数帯域および第２周波数帯域の構造図である。
【図５】本発明の実施例による第１同期グリッドおよび第２同期グリッドの概略図である
。
【図６】本発明の実施例による情報の指示方法の第２の例示的なフローチャートである。
【図７】本発明の実施例による情報の指示装置の第１の構成の概略図である。
【図８】本発明の実施例による情報の指示装置の第２の構成の概略図である。
【図９】本発明の実施例によるコンピュータ機器の構成の概略図である。
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【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明の実施例の技術的解決策の理解を容易にするために、以下では、本発明の実施例
に係る関連技術について説明する。
【００３１】
　１）第５世代通信システム（５Ｇ、５ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）におけるビーム送
信
　５Ｇシステムにおいて、５Ｇで使用される周波数帯域は、ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムで使用される周波数帯
域よりも高いため、無線信号伝送でのパスロスが大きくなり、これにより、無線信号のカ
バレッジが小さくなる。このため、基地局のマルチアンテナシステムを介して、ビームフ
ォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）技術を使用してビームを形成することにより、無
線信号のゲインを上げて、無線信号伝送のパスロスを補うのが現実的な方法である。ビー
ムは指向性を有し、１つの狭いビームは、セルの領域の一部のみをカバーでき、セルのす
べてのユーザをカバーできない。図１に示されるように、基地局は、４つの異なる方向の
ビームを介して信号を送信でき、ビームＢ２は、ユーザ機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉ
ｐｍｅｎｔ）１のみをカバーでき、ＵＥ２をカバーできない。
【００３２】
　同期信号およびブロードキャストチャネルるなどの５Ｇ　ＮＲシステムにおける共通チ
ャネルおよび信号は、セル内のＵＥによる受信を容易にするために、マルチビーム走査に
よってセル全体をカバーする必要がある。同期信号（ＳＳ：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）のマルチビーム送信は、ＳＳバーストセット（ＳＳ　ｂｕｒｓｔ　
ｓｅｔ）を定義することで実現される。１つのＳＳバーストセットは、１つまたは複数の
ＳＳバースト（ＳＳ　ｂｕｒｓｔ）を含み、１つのＳＳバーストは、１つまたは複数のＳ
Ｓブロック（ＳＳＢ：ＳＳ　ｂｌｏｃｋ）を含む。１つのＳＳブロックは、１つのビーム
の同期信号およびブロードキャストチャネルを搬送するために使用される。したがって、
１つのＳＳバーストセットは、セル内のＳＳブロック数と同じ数のビームの同期信号を含
み得る。図２に示されるように、１つのＳＳブロックには、１つのシンボルの一次同期信
号（ＰＳＳ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）、１つ
のシンボルの二次同期信号（ＳＳＳ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ　Ｓｉｇｎａｌ）および２つのシンボルのニューラジオ－物理ブロードキャストチャ
ネル（ＮＲ－ＰＢＣＨ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む。
【００３３】
　ＳＳ　ｂｕｒｓｔ　ｓｅｔの周期は設定可能であり、１つの周期内に送信されるＳＳ　
ｂｕｒｓｔ　ｓｅｔは５ｍｓの時間窓で搬送される。１５ｋＨｚのサブキャリア間隔を例
にとると、１つのタイムスロット（ｓｌｏｔ）は、１４つのシンボル（ｓｙｍｂｏｌ）を
含み、２つのＳＳ　ｂｌｏｃｋを搬送することができる。
【００３４】
　マルチビーム走査を必要とする同期信号に加えて、残りの最小システム情報（ＲＭＳＩ
：Ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　Ｍｉｎｉｍｕｍ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）やペ
ージングメッセージなどの他のいくつかの共通情報も、マルチビーム走査によって送信す
る必要がある。
【００３５】
　２）制御リソースセット（ＣＯＲＥＳＥＴ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｓｅ
ｔ）
　５Ｇ　ＮＲシステムにおいて最初にアクセスされたＵＥに対して、ＲＭＳＩなどの共通
制御情報を受信するために使用される、１つの共通サーチスペース（ＣＳＳ：ｃｏｍｍｏ
ｎ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）を定義する必要がある。したがって、制御情報を搬送す
るリソースセットを定義するために使用される、ＣＯＲＥＳＥＴという概念を導入し、Ｕ
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Ｅは、当該リソースセット内のニューラジオ－物理ブロードキャストチャネル（ＮＲ－Ｐ
ＢＣＨ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を検出して、ＲＭＳＩを搬送するニューラジオ
－物理ブロードキャストチャネル（ＮＲ－ＰＢＣＨ：Ｎｅｗ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の
スケジューリング情報を取得する。ＲＭＳＩに対応するＣＯＲＥＳＥＴの指示情報は、Ｎ
Ｒ－ＰＢＣＨのＲＭＳＩ－ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ情報フィールドで搬送され、ＵＥが
ＲＭＳＩを受信するために使用される。ＣＯＲＥＳＥＴの構成情報は、主に以下の情報を
含む。
　・周波数領域リソース
　・スタート直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ、Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボル
　・時間の長さ
【００３６】
　３）ＮＲ－ＰＢＣＨのＲＭＳＩに関するＣＯＲＥＳＥＴ情報
　ＵＥがネットワークにアクセスする必要がある場合、ネットワークからシステムメッセ
ージを取得する必要があり、システムメッセージの一部は、ＮＲ－ＰＢＣＨによって搬送
され、一部は、ＮＲ－ＰＤＳＣＨによって搬送され、ＮＲ－ＰＤＳＣＨによって搬送され
るシステムメッセージにはＲＭＳＩが含まれる。ＮＲ－ＰＤＳＣＨに対応するダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）は
、ＮＲ－ＰＤＣＣＨで搬送され、ＮＲ－ＰＤＣＣＨが配置された時間周波数リソースの位
置は、ＮＲ－ＰＢＣＨによって搬送されるＣＯＲＥＳＥＴ情報、即ち、Ｔｙｐｅ０－ＰＤ
ＣＣＨ共通サーチスペース（ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）情報によって指
示される。同時に、ＮＲ－ＰＢＣＨは、当該ＳＳ　ｂｌｏｃｋがＲＭＳＩまたはＴｙｐｅ
０－ＰＤＣＣＨ共通サーチスペース（ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）に関連
付けられているかどうかを指示する情報、即ち、ＲＭＳＩプレゼンスフラグ（ｐｒｅｓｅ
ｎｃｅ　ｆｌａｇ）情報も搬送する。当該ＲＭＳＩプレゼンスフラグ情報は、ＰＲＢグリ
ッドオフセット（ｇｒｉｄ　ｏｆｆｓｅｔ）情報フィールドの保持値を通じて、ＲＭＳＩ
またはＴｙｐｅ０－ＰＤＣＣＨ共通サーチスペースに関連付けられないことを指示する。
ＰＲＢグリッドオフセット情報フィールドは、同期信号ブロックと非同期信号ブロックの
チャネルまたは信号間の物理リソースブロック（ＰＲＢ）グリッド（ｇｒｉｄ）間のオフ
セットを指示するために使用される、４ビットまたは５ビットを含み、当該オフセットは
、０－１１個または０－２３個のサブキャリアを含む。したがって、ＰＲＢグリッドオフ
セット情報フィールドは、現在のＳＳ　ｂｌｏｃｋがＲＭＳＩまたはＴｙｐｅ０－ＰＤＣ
ＣＨ共通サーチスペースに関連付けられないことを指示するために使用される４つまたは
８つの保持値をさらに含む。
【００３７】
　ＲＭＳＩ－ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ情報は、８ビットで指示される。ＰＲＢグリッド
オフセット情報フィールドが、現在のＳＳ　ｂｌｏｃｋがＲＭＳＩまたはＴｙｐｅ０－Ｐ
ＤＣＣＨ共通サーチスペースに関連付けられないことを指示する場合、ＵＥのブラインド
検出を減らすために、当該ＲＭＳＩ－ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ情報フィールドは、同期
信号ブロックの周波数領域位置情報を指示するために使用され、当該同期信号ブロックの
周波数領域位置情報に従って、同期信号ブロックのＰＢＣＨを検出してＲＭＳＩ－ＰＤＣ
ＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇ情報を取得し、これにより、さらにＲＭＳＩを受信する。
【００３８】
　４）同期グリッド（ｒａｓｔｅｒ）
　ＮＲにおける無線周波数スペクトルの場合、同期信号ブロックの周波数領域位置は、同
期ラスタ（ｒａｓｔｅｒ）によって定義され、以下の表１に示されるように、異なる周波
数範囲において、同期信号ブロックの可能な周波数領域位置は、表の式によって決定され
、ＳＳＲＥＦによって番号が付けられる。
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【表１】

【００３９】
　同期ラスタを決定した後、同期信号ブロックのリソースマッピングは、以下の表２に従
って決定される。即ち、同期ラスタは、同期信号ブロックの２０個のＰＲＢのうちの１０
番目のＰＲＢのうちの０番目のＲＥに位置する。
【表２】

【００４０】
　同期ラスタの場合、異なる周波数帯域（ｂａｎｄ）での、ｂａｎｄ内の同期ラスタの分
布は、以下の表３に従って決定される。例えば、ｂａｎｄ　ｎ７７の場合、同期ラスタの
番号の範囲は９４６０～１００７９で、合計６２０の同期ラスタである。
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【表３】

【００４１】
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【００４２】
【表４】

【００４３】
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【表５】

【００４４】

【００４５】
　以下、具体的な実施例を参照して、本発明の実施例による解決策を詳細に説明する。
【００４６】
　本発明の実施例において、端末機器は、ユーザ機器（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）、アクセス端末、ユーザユニット、ユーザステーション、移動ステーション、移動
局、遠隔局、遠隔端末、モバイル機器、ユーザ端末、端末、無線通信機器、ユーザエージ
ェント、またはユーザ装置を指し得る。端末機器は、ワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ）におけ
るステーション（ＳＴ：ＳＴＡＩＯＮ）であってもよく、携帯電話、コードレス電話、セ
ッション開始プロトコル（ＳＩＰ：Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）電話、無線ローカルループ（ＷＬＬ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ｌｏｏｐ
）ステーション、携帯情報端末（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉ
ｓｔａｎｔ）機器、ワイヤレス通信機能を備えたハンドヘルド機器、コンピューティング
機器またはワイヤレスモデムに接続されたその他の処理機器、車載機器、ウェアラブル機
器、および次世代通信システム、例如、第五世代通信（５Ｇ：ｆｉｆｔｈ－ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ）ネットワークにおける端末機器または未来進化の公衆陸上移動ネットワーク（
ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などの次世代通信
システムにおける端末機器などであってもよい。在本発明の実施例において、当該端末機
器はウェアラブル機器であってもよい。ウェアラブル機器は、ウェアラブルスマート機器
とも呼ばれ、ウェアラブル技術を日常のウェアラブルもの、例えば、メガネ、手袋、時計
、衣類および靴などに応用してスマートに設計して開発したウェアラブル機器の総称であ
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る。
【００４７】
　本発明の実施例において、ネットワーク機器は、モバイル機器と通信する機器であって
もよく、当該ネットワーク機器は、ＷＬＡＮにおけるアクセスポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）、ＧＳＭまたはＣＤＭＡにおける基地局（ＢＴＳ：Ｂａｓｅ　Ｔｒａ
ｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）であってもよく、ＷＣＤＭＡにおける基地局（ＮＢ
：ＮｏｄｅＢ）であってもよく、ＬＴＥにおける進化型基地局（ｅＮＢまたはｅＮｏｄｅ
Ｂ：Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、または、リレーステーション、アクセス
ポイント、または、車載機器、ウェアラブル機器およびＮＲネットワークにおけるネット
ワーク機器または未来進化のＰＬＭＮネットワークにおけるネットワーク機器などであっ
てもよく。
【００４８】
　図３は、本発明の実施例による情報の指示方法の第１の例示的なフローチャートであり
、図３に示されるように、前記情報の指示方法は以下のステップを含む。
【００４９】
　ステップ３０１において、端末機器が、ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを
受信する。
【００５０】
　ステップ３０２において、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って
指示情報を取得し、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示
するために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使
用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む。
【００５１】
　本発明の実施例において、許可不要周波数帯域と許可周波数帯域との間にいくつかの重
複部分があるため、許可不要周波数帯域（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｂａｎｄ）で、許可周
波数帯域（ｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｂａｎｄ）と異なる同期グリッド（ｓｙｎｃ　ｒａｓｔｅ
ｒ）の位置の計算方法を設定し、許可不要周波数帯域と許可周波数帯域の同期グリッドの
位置が重複されないことを満たし、端末機器がＳＳＢを検出する場合、当該ＳＳＢが配置
された同期グリッドの位置に従って、当該ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリ
アシステムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを決定できる。
【００５２】
　本発明の実施例において、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリ
アが、許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるか
を含み、言い換えれば、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリア上
のＳＳＢが、許可キャリアシステムによって送信されたか、許可不要キャリアシステムに
よって送信されたかを含む。
【００５３】
　本発明の実施例において、前記端末機器が、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリ
ッドの位置に従って、前記指示情報を取得する。
【００５４】
　さらに、前記端末機器が、ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出し
た場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると
決定する、前記端末機器が、ＳＳＢが第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出し
た場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可不要キャリアシステムで使用され
ると決定する。
【００５５】
　ここで、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアとは、当該ＳＳＢを使用して後続の信号
の送受信を実行するキャリアを指す。
【００５６】
　ここで、端末機器が、検出されたＳＳＢが配置された同期グリッドが第１同期グリッド
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【００５７】
　前記端末機器が、第１式に基づいて前記第１同期グリッドの位置を決定する。
【００５８】
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定する。
【００５９】
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００６０】
　図４に示されるように、第１周波数帯域は、許可周波数スペクトルであり、第２周波数
帯域は、許可不要周波数スペクトルであり、第１周波数帯域と第２周波数帯域は、重複部
分を有する。
【００６１】
　一実施形態において、第１周波数帯域に対応する第１同期グリッドの位置は、上記の表
１に示される式を使用して計算でき、具体的には、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定する。
【００６２】
　一実施形態において、第２周波数帯域に対応する第２同期グリッドの位置について、同
期グリッドの位置の新しい計算方法が定義され、例えば、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定し、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００６３】
　上記の第１同期グリッドの位置は、第２同期グリッドの位置に基づいて１つのオフセッ
ト（ｏｆｆｓｅｔ）を追加して取得され、これにより、第１同期グリッドと第２同期グリ
ッドが互いに重複しなくなり、以下の表６に示されるように、一例では、Ｏ１＝４５０ｋ
Ｈｚ、Ｏ２＝０．７２ＭＨｚ、Ｏ３＝８．６４ＭＨｚである。Ｏ１、Ｏ２およびＯ３の値
は、一意ではないことを理解されたい。
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【表６】

【００６４】
　もちろん、許可不要周波数帯域（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｂａｎｄ）に対して個別に、
既存の同期グリッド計算式とは異なる、新しい同期グリッドの計算式を定義できる。図５
に示されるように、第１周波数帯域について、対応する第１同期グリッドの位置は実線で
示され、第２周波数帯域について、対応する第２同期グリッドの位置は点線で示される。
第１同期グリッドと第２同期グリッドは異なる式によって決定されることにより、第１帯
域幅と第２帯域幅が重複する部分でのｌｉｃｅｎｓｅｄおよびｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄに対
応する同期グリッドの位置が重複しないことを保証できる。
【００６５】
　図６は、本発明の実施例による情報の指示方法の第２の例示的なフローチャートであり
、図６に示されるように、前記情報の指示方法は以下のステップを含む。
【００６６】
　ステップ６０１において、ネットワーク機器が、ＳＳＢを端末機器に送信することによ
り、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得し、前記
指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前
記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キ
ャリアシステムで使用されるかを含む。
【００６７】
　本発明の実施例において、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリ
アが、許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるか
を含み、言い換えれば、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリア上
のＳＳＢが、許可キャリアシステムによって送信されたか、許可不要キャリアシステムに
よって送信されたかを含む。
【００６８】
　本発明の実施例において、前記ネットワーク機器がＳＳＢを端末機器に送信することは
、
　前記ネットワーク機器が、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたこ
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とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムに使用され
ると決定すること、または、
　前記ネットワーク機器が、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムに使用
されると決定することを含む。
【００６９】
　一実施形態において、前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて前記第１同期グリッ
ドの位置を決定し、
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定し、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００７０】
　例えば、前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定することと、を含み、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００７１】
　前記端末機器が、第１式に基づいて前記第１同期グリッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む。
【００７２】
　当業者は、上記のネットワーク機器側での方法が、前述の端末機器側での方法に関する
説明を参照することによって理解でき、ここでは具体的な例を繰り返さないことを理解す
べきである。
【００７３】
　図７は、本発明の実施例による情報の指示装置の第１の構成の概略図であり、図７に示
されるように、前記情報の指示装置は、
　ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを受信するように構成される受信ユニット
７０１と、
　前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得するように構成される取得ユ
ニット７０２であって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を
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指示するために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステム
で使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む取得ユニット７０２と
、を備える。
【００７４】
　本発明の実施例において、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリ
アが、許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるか
を含み、言い換えれば、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリア上
のＳＳＢが、許可キャリアシステムによって送信されたか、許可不要キャリアシステムに
よって送信されたかを含む。
【００７５】
　一実施形態において、前記取得ユニット７０２は、検出された、ＳＳＢが配置された同
期グリッドの位置に従って、前記指示情報を取得するように構成される。
【００７６】
　一実施形態において、前記情報の指示装置は、
　ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連
付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、ＳＳＢが第２同期
グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリア
が、許可不要キャリアシステムで使用されると決定するように構成される決定ユニット７
０３をさらに備える。
【００７７】
　一実施形態において、前記決定ユニット７０３は、
　第１式に基づいて前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定サ
ブユニット７０３１と、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニット７０３２と、を備え、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００７８】
　一実施形態において、前記第２決定サブユニット７０３２は、前記第１周波数帯域が０
～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２
９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００７９】
　一実施形態において、前記第１決定サブユニット７０３１は、前記第１周波数帯域が０
～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４
］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
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同期グリッドの位置を決定するように構成される。
【００８０】
　当業者は、図７に示される情報の指示装置における各ユニットによって実現される機能
が、前述の情報の指示方法に関するを参照することによって理解できることを理解すべき
である。図７に示される情報の指示装置における各ユニットの機能は、プロセッサで実行
されるプログラムによって実現されてもよいし、特定の論理回路によって実現されてもよ
い。
【００８１】
　図８は、本発明の実施例による情報の指示装置の第２の構成の概略図であり、図８に示
されるように、前記情報の指示装置は、
　ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位
置情報に従って指示情報を取得するように構成される送信ユニット８０１であって、前記
指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前
記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キ
ャリアシステムで使用されるかを含む送信ユニット８０１を備える。
【００８２】
　本発明の実施例において、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリ
アが、許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるか
を含み、言い換えれば、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアの属性は、前記キャリア上
のＳＳＢが、許可キャリアシステムによって送信されたか、許可不要キャリアシステムに
よって送信されたかを含む。
【００８３】
　一実施形態において、前記送信ユニット８０１は、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを
前記端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッ
ドの位置に配置されたことを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャ
リアシステムで使用されると決定し、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に
送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置
されたことを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステ
ムで使用されると決定するように構成される。
【００８４】
　一実施形態において、前記情報の指示装置は、決定ユニット８０２をさらに備え、前記
決定ユニット８０２は、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニット８０２１と、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニット８０２２と、を備え、
　ここで、前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式に
よって決定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同
期グリッドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリ
ッドを有し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が
許可不要周波数スペクトルである、という関係を満たす。
【００８５】
　一実施形態において、前記第２決定サブユニット８０２２は、前記第１周波数帯域が０
～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２
９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
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記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　ここで、前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである。
【００８６】
　一実施形態において、前記第１決定サブユニット８０２１は、前記第１周波数帯域が０
～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４
］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される。
【００８７】
　当業者は、図８に示される情報の指示装置の各ユニットの実現機能が前記情報の構成方
法に関する説明によって理解することができることを理解すべきである。図８に示される
情報の指示装置の各ユニットの機能は、プロセッサによって実行されるプログラムを介し
て実現されることができ、具体的な論理回路によって実現されることができる。
【００８８】
　本発明の実施例による上記の情報の指示装置がソフトウェア機能モジュールの形態で実
装され、スタンドアロン製品として販売または使用される場合、コンピュータ読み取り可
能な記憶媒体に格納されることができる。このような理解に基づいて、本発明の実施例の
技術的解決策は、本質でまたは先行技術に対して貢献のある部分は、ソフトウェア製品の
形で具現されることができ、当該コンピュータソフトウェア製品は、１つの記憶媒体に記
憶されて、一台のコンピュータ機器（パーソナルコンピュータ、サーバ、またはネットワ
ーク機器などであリ得る）が本発明の各実施例に記載の方法の全部または一部を実行する
ようにするためのいくつかの命令を含む。上記した記憶媒体は、Ｕディスク、モバイルハ
ードディスク、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁
気ディスクまたは光ディスクなどのプログラムコードを記憶することができる様々なメデ
ィアを含む。こうして、本発明の実施例は、いずれかのハードウェアおよびソフトウェア
の特定の組み合わせに限定されない。
【００８９】
　対応的に、本発明の実施例は、コンピュータ記憶媒体をさらに提供し、前記コンピュー
タ記憶媒体は、コンピュータ実行可能な命令を記憶するように構成され、前記コンピュー
タ実行可能な命令がプロセッサによって実行されるときに、本発明の実施例の情報の指示
方法を具現する。
【００９０】
　図９は、本発明の実施例によるコンピュータ機器の構成の概略図であり、前記コンピュ
ータ機器は端末機器であってもよく、ネットワーク機器であってもよい。図９に示された
ように、コンピュータ機器１００は１つまたは複数（図には１つを示す）のプロセッサ１
００２（プロセッサ１００２はマイクロプロセッサ（ＭＣＵ、Ｍｉｃｒｏ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌｌｅｒ　Ｕｎｉｔ）またはプログラマブルロジックデバイス（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）などの処理装置を含み得るが、これ
に限定されない）、データを記憶するように構成されるメモリ１００４、および通信機能
用の伝送装置１００６を含むことができる。当業者は、図９に示される構造が単なる例示
であって、前述の電子装置の構造を限定しないことを理解することができる。例えば、コ
ンピュータ機器１００は、図９に示されるものより多くまたは少ないコンポ―ネットを含
み得るか、図９に示されるものとは異なる構成を有し得る。
【００９１】
　メモリ１００４は、本発明の実施例における方法に対応するプログラム命令／モジュー
ルなどのアプリケーションソフトウェアのソフトウェアプログラムおよびモジュールを記
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たソフトウェアプログラムおよびモジュールを実行することによって、様々な機能アプリ
ケーションおよびデータ処理を実行し、即ち、前記方法を実現する。メモリ１００４は、
高速ランダムメモリを含むことができ、１つまたは複数の磁気記憶装置、フラッシュメモ
リ、または他の不揮発性ソリッドステートメモリなどの不揮発性メモリをさらに含むこと
ができる。一実施形態において、メモリ１００４は、プロセッサ１００２に対してリモー
トで設置されたメモリをさらに含むことができ、これらのリモートメモリは、ネットワー
クを介してコンピュータ機器１００に接続されることができる。上記のネットワークの例
には、インターネット、企業イントラネット、ローカルエリアネットワーク、モバイル通
信ネットワーク、およびそれらの組み合わせが含まれるが、これらに限定されない。
【００９２】
　伝送装置１００６は、ネットワークを介してデータを受信または送信するために使用さ
れる。上記ネットワークの具体例は、コンピュータ機器１００の通信事業者が提供する無
線ネットワークを含むことができる。一実施形態において、伝送装置１００６は、基地局
を介して他のネットワーク機器と接続してインターネットと通信することができるネット
ワークインターフェースコントローラ（ＮＩＣ：Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　
Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）を含む。一実施形態において、伝送装置１００６は、無線方式で
インターネットと通信するために使用される無線周波数（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ）モジュールであり得る。
【００９３】
　本発明の実施例で説明された技術的解決策は、競合しない場合、任意に組み合わせるこ
とができる。
【００９４】
　本発明によって提供されるいくつかの実施例では、開示された方法およびスマート機器
は、他の方法で実現され得ることを理解されたい。上記で説明された機器の実施例は単な
る例示的であり、例えば、前記ユニットの分割は論理的な機能の分割に過ぎない。実際の
実現では、例えば、複数のユニットまたはコンポーネントを組み合わせたり、別のシステ
ムに統合したり、一部の特徴を無視したり、実行しないなど、別の分割方法があることが
できる。なお、表示または議論される各構成要素間の相互結合または直接結合または通信
接続は、いくつかのインターフェース、機器またはユニットを介した間接な結合または通
信接続であり得、電気的、機械的または他の形態であり得る。
【００９５】
　上記の分離部材として説明されたユニットは、物理的に分離されている場合とされてい
ない場合があり、ユニットとして表示された部材は、物理ユニットである場合もそうでな
い場合もあり、１箇所に配置される場合もあれば、複数のネットワークユニットに分散さ
れる場合もあり、実際の必要に応じて、その一部またはすべてのユニットを選択して、本
実施例の技術案の目的を具現することができる。
【００９６】
　なお、本発明の各実施例における各機能ユニットは、全部１つの第２処理ユニットに統
合してもよいし、各ユニットを別々に１つのユニットとして使用してもよいし、２つ以上
のユニットを１つのユニットに統合してもよい。上記の統合されたユニットは、ハードウ
ェアの形態で、またはハードウェアおよびソフトウェア機能ユニットの形態で具現するこ
とができる。
【００９７】
　上記の内容は、本発明の具体的な実施形態に過ぎないが、本発明の保護範囲はこれに限
定されず、当業者は、本発明に開示された技術的範囲内で容易に想到し得る変更または置
換は、すべて本発明の保護範囲内に含まれるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月2日(2021.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の指示方法であって、
　端末機器が、ネットワーク機器によって送信される同期信号ブロック（ＳＳＢ）を受信
することと、
　前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することで
あって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために
使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか
、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含むことと、を含む前記情報の指示方法。
【請求項２】
　前記端末機器が前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することは、
　前記端末機器が、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリッドの位置に従って、前記
指示情報を取得することを含む、
　請求項１に記載の情報の指示方法。
【請求項３】
　前記端末機器が、ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、
前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、
　前記端末機器が、ＳＳＢが第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、
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前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが、許可不要キャリアシステムで使用されると決定
する、
　請求項２に記載の情報の指示方法。
【請求項４】
　前記情報の指示方法は、
　前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定することと、
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定することと、を
さらに含み、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項３に記載の情報の指示方法。
【請求項５】
　前記端末機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第２同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第２同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第２同期グリッドの位置を決定することと、含み、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
　請求項４に記載の情報の指示方法。
【請求項６】
　前記端末機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定することは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む、
　請求項５に記載の情報の指示方法。
【請求項７】
　情報の指示方法であって、
　ネットワーク機器が、ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記
ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得することであって、前記指示情報は
、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャリア
の属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリアシス
テムで使用されるかを含むことを含む、前記情報の指示方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク機器がＳＳＢを端末機器に送信することは、
　前記ネットワーク機器が、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたこ
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とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムに使用され
ると決定すること、または、
　前記ネットワーク機器が、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信する
ことにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたこ
とを検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムに使用
されると決定することを含む、
　請求項７に記載の情報の指示方法。
【請求項９】
　前記情報の指示方法は、
　前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定する
ことと、
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とと、をさらに含み、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす。
　請求項８に記載の情報の指示方法。
【請求項１０】
　前記ネットワーク機器が、第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するこ
とは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第２同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第２同期グリッドの
位置を決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第２同期グリッドの位置を決定することと、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットである、
　請求項９に記載の情報の指示方法。
【請求項１１】
　前記ネットワーク機器が、第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定する
ことは、
　前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋ
Ｈｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定することと、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定することと、を含む、
　請求項１０に記載の情報の指示方法。
【請求項１２】
　情報の指示装置であって、
　ネットワーク機器によって送信されるＳＳＢを受信するように構成される受信ユニット
と、
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　前記ＳＳＢの周波数領域位置情報に従って指示情報を取得するように構成される取得ユ
ニットであって、前記指示情報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示す
るために使用され、前記キャリアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用
されるか、許可不要キャリアシステムで使用されるかを含む取得ユニットと、を備える情
報の指示装置。
【請求項１３】
　前記取得ユニットは、検出された、ＳＳＢが配置された同期グリッドの位置に従って、
前記指示情報を取得するように構成される、
　請求項１２に記載の情報の指示装置。
【請求項１４】
　前記情報の指示装置は、
　ＳＳＢが第１同期グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連
付けられたキャリアが、許可キャリアシステムで使用されると決定し、ＳＳＢが第２同期
グリッドの位置に配置されたことを検出した場合、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリア
が、許可不要キャリアシステムで使用されると決定するように構成される決定ユニットを
さらに備える、
　請求項１３に記載の情報の指示装置。
【請求項１５】
　前記決定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、をさらに備え、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項１４に記載の情報の指示装置。
【請求項１６】
　前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づ
いて、前記第２同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第２同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第２同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットであり、
　前記第１決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、
前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第１
同期グリッドの位置を決定するように構成される、
　請求項１５に記載の情報の指示装置。
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【請求項１７】
　情報の指示装置であって、
　ＳＳＢを端末機器に送信することにより、前記端末機器が、前記ＳＳＢの周波数領域位
置情報に従って指示情報を取得するように構成される送信ユニットであって、前記指示情
報は、前記ＳＳＢに関連付けられるキャリアの属性を指示するために使用され、前記キャ
リアの属性は、前記キャリアが許可キャリアシステムで使用されるか、許可不要キャリア
システムで使用されるかを含む送信ユニットを備える、前記情報の指示装置。
【請求項１８】
　前記送信ユニットは、第１同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信すること
により、前記端末機器が、前記ＳＳＢが前記第１同期グリッドの位置に配置されたことを
検出して、前記ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可キャリアシステムで使用されると
決定し、第２同期グリッドの位置でＳＳＢを前記端末機器に送信することにより、前記端
末機器が、前記ＳＳＢが前記第２同期グリッドの位置に配置されたことを検出して、前記
ＳＳＢに関連付けられたキャリアが許可不要キャリアシステムで使用されると決定するよ
うに構成される、
　請求項１７に記載の情報の指示装置。
【請求項１９】
　前記情報の指示装置は、決定ユニットをさらに備え、前記決定ユニットは、
　第１式に基づいて、前記第１同期グリッドの位置を決定するように構成される第１決定
サブユニットと、
　第２式に基づいて前記第２同期グリッドの位置を決定するように構成される第２決定サ
ブユニットと、を備え、
　前記第１式によって決定された前記第１同期グリッドの位置と、前記第２式によって決
定された前記第２同期グリッドの位置とは、前記第１同期グリッドと前記第２同期グリッ
ドが、第１周波数帯域と第２周波数帯域の重複帯域内での位置が異なる同期グリッドを有
し、前記第１周波数帯域が許可周波数スペクトルであり、前記第２周波数帯域が許可不要
周波数スペクトルである、という関係を満たす、
　請求項１８に記載の情報の指示装置。
【請求項２０】
　前記第２決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ＋Ｏ１、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づ
いて、前記第１同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ＋Ｏ２、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第１同期グリッドの
位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ＋Ｏ３、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前
記第１同期グリッドの位置を決定するように構成され、
　前記Ｏ１、前記Ｏ２および前記Ｏ３は、同期グリッドオフセットであり、
　前記第一決定サブユニットは、前記第１周波数帯域が０～２６５０ＭＨｚである場合、
式Ｎ×９００ｋＨｚ＋Ｍ×５ｋＨｚ、Ｎ＝１：［２９４４］、Ｍ＝－１：１に基づいて、
前記第２同期グリッドの位置を決定し、
　前記第１周波数帯域が２４００～２４２５０ＭＨｚである場合、式２４００ＭＨｚ＋Ｎ
×１．４４ＭＨｚ、Ｎ＝０：［１５１７３］に基づいて、前記第２同期グリッドの位置を
決定し、
　前記第１周波数帯域が２４２５０～１０００００ＭＨｚである場合、式［２４２５０．
０８］ＭＨｚ＋Ｎ×［１７．２８］ＭＨｚ、Ｎ＝０：［４３８３］に基づいて、前記第２
同期グリッドの位置を決定するように構成される、
　請求項１９に記載の情報の指示装置。
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